
全自動崩壊試験機
DT50

•エンドポイントを自動認識
•短時間での温調が可能
•バスレス温調機能
•子機により拡張が可能

SOTAX独自の技術を使用して、自動でエンドポイントを認識してい
ます。崩壊試験が開始すると、ディスクとサンプルがぶつかり合いま
す。未崩壊の場合、下記図のようにディスクはサンプルに妨げられ、
メッシュに触れることはありません。しかし、完全にサンプルが崩壊す
ると、ディスクはメッシュとくっつきます。このメッシュとくっついた時
点で、完全崩壊したと装置は認識します。これは1つのセルだけのも
のが完全崩壊しても測定は停止されず、すべてのセルのサンプルが
崩壊したと認識した際に測定が停止します。

特徴

エンドポイントの自動認識方法 子機との拡張および簡易的なハンドリング

1台の親機につき、イーサネットケーブルによる接続で最大3台まで
の子機との接続が可能です。測定セルは容易に取り付け、取り外しを
することが可能です。測定終了後は、各セルの錠剤ごとの崩壊時間、
そして崩壊時の温度帯などが自動で保存されます。未崩壊時 崩壊時

ディスク

サンプル
メッシュ

直観的、タッチパネル操作
設定温度に達すると自動で測定が開始



DT50 スペック

※ 本装置は機械的・電気的安全性において、CEおよびEMCのガイドラインに完全に準拠しています。

SOTAX 社独自の“q－doc”ソフトウェアにより、
他の SOTAX 社装置の測定結果を一括管理が可能

“q-doc”ソフトウェアを使用することにより、崩壊試験の
結果だけでなく、摩損度試験、溶出試験の結果などを1つ
の試験プロトコルとして、まとめることが可能です。
これにより、大型錠剤の試験や再試験をできるだけ簡易的
に行うことが可能になります。
測定データはすべて“q-doc”ソフトウェアに統合されます
が、各装置の制御は個別に行われるようになっています。

＊本カタログに記載されている製品および仕様は、製品の改良などのために予告なしに変更（仕様変更、製造中止を含む）することがありますので、ご注文に際しては最新の情報をご確認ください。

お問い合わせ先 ： 日本総代理店
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DT50

セル数

ストローク回数

ストローク回数の精度

ストロークの高さ

ストロークの高さの精度

温度制御範囲

温度制御の精度

温度センサー

必要電源

サイズ （W×H×D）

重量

3または6
※ 使用するセル数に依存

1分間あたり、30回

±1 回

55 mm

±2 mm

25 ℃ ～ 40 ℃

±0.2 ℃

IRセンサー

100 ～ 240V ・ 50 ～ 60Hz

225 mm × 200 mm × 460 mm

8 kg


